

















に注目する。第 1 章でこの概念について展開する。 
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 第 1 章では、タイにおける人間教育の思想を紹介し、学校経営と人間教育の現状を検討する。その






第 3 節 本研究の方法 
 
 サッタヤサイ校に連絡を取り、見学・調査の了承を得ることができたため、2013 年 8 月 13-14 日・
23-25 日に訪問し、調査に協力いただいた。 
 サッタヤサイ校での調査は以下の 3 つの方法を採用した。 
①学校の生徒に質問紙調査 





接を通して、データを分析した。インタビューの対象者は、創立者 1 名、校長 1 名、校長の顧問 1 名、
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第 1 節 人間教育に関する思想 
 
 本論文でとりあげるタイのサッタヤサイ校はこの要求を満たす数少ない学校である。当該校は、人間
教育を掲げアットオン・チュムサイナアユッタヤ(Dr.Art-ong Jumsai Na Ayudhya) 博士によって
1992 年に創立された。人間教育にもとづき、社会に貢献する美しい人間をつくることを目指す学校であ
り、モットーによると、「教育の最高の目的は美しい人格をつくること」4とされている。また、ビジョ
ンは「何よりもいい人間をつくること(To create good people above everything else)」5とされている。 












第 2 節 タイ王国の学校教育制度  
 
タイの教育制度 
仏歴7 2542 年国家教育法（西暦 1999 年）と仏歴 2545 年改正法（第 2 版・西暦 2002 年）及び仏歴
                                                          
4 http://www.sathyasaith.org 2013 年 8 月 23 日閲覧 
5 同上 
6 同上 
7「仏歴 พุทธศกัราช Phutthasakkaraat」（略称 พ.ศ.）は、仏陀生誕の B.C.543 年に始まる。西暦に直すには 543 年を引く。 
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2545 年国家教育法施行令（西暦 2002 年）において、タイにおける教育は、3 つに区分されている。 
1．フォーマル教育 (formal education)  
2．ノンフォーマル教育 (non-formal education)  
3. インフォーマル教育 (informal education) 
である。 
 本論文では、この 3 つの区分の中のフォーマル教育についてのみであることをここであらかじめ断
っておく。フォーマル教育には 2 つの段階がある。それは 「基礎教育」と「高等教育」である。 
 
１．基礎教育(Basic Education) 










的に 3 年間と定められている。1999 年の国家教育法の制定により，2002 年 3 月から 6 年間の











 高等教育は 2 つの段階に分けられる。一つは、短期大学レベル(Diploma Level)であり、もう一つは
大学レベル(Degree Level)である。 
人間教育に基づいた学校経営の現状と課題 











 また、Unicef Thailand の統計によれば、初等教育では就学率は 100％を超えているが、卒業でき
る児童の割合は少ない。タイの EFA 報告書(EFA Mid-decade Assessment)によれば、2005-2006 年
タイの児童の卒業率は 86.1％に留まっている。また、2012 年に基礎教育委員会の学校に通う小学校 1
年生から高校 3 年生までの生徒数 6,593,427 人のうち、退学者は 27,930 人であり 0.42％の割合を示
している。退学者 0.42％のうち、小学生が 0.11％（小学生全体 3,461,367 人)、中学生が 0.75％（中
学生全体 2,036,863 人)、高校生が 0.82％（高校生全体 1,0951,967 人）である。2010－2012 年の統
計を見ると、退学者は毎年増加し、3 年間で約 37,855 人に上った。退学の主な理由は、経済的事由、
移住、妊娠、服役などである8。 
 
第 3 節 タイ王国の学校経営と人間教育の現状と課題 
 
タイの学校経営の現状 





きな課題の一つと考えられる。また、2006 年から 2007 年の調査によれば、15,515 校のうち、3247
校（約 21％）が、国家が示す教育標準を下回っている。こうした学校教育の質の低下は、学力低下と
社会問題を引き起こす大きな要因の一つと考えられる。 
                                                          
8 タイ教育省教育政策計画局 Office of Permanent Secretary, Ministry of Education สาํนกังานปลดั กระทรวง กระทรวงศึกษาธิการ, 
2012 Educational Statistics in Brief สถติิการศึกษาฉบับย่อ๒๕๕๕ (In Thai and English) 2012, Table 27, p.74. 
9 http://www.unicef.org/thailand/education_15799.html 
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 学校教育の質は、タイにおける大きな課題の一つである。国内調査によれば、過去 10 年間でタイ
の子どもたちの主な教科の学力は低下している。2012 年の学力調査の結果では、小学生の、国語、数
学、英語、科学、社会科、芸術、キャリア教育科のすべての教科において、平均点が 50％未満10。中
学生では、数学、英語、科学、社会科、芸術、キャリア教育科の平均点が（8 教科中 6 教科が）50％
未満11、高校生では、国語、数学、英語、科学、社会科の平均点が（8 教科中 5 教科が）50％未満で
あった12。2011 年の学力調査と比較すると、高校生では全教科において平均点が増加しているが、小
学生においては全教科において平均点が下がっている。また、2012 年度の OECD 生徒学習到達度調
査(PISA)の結果によると、65 か国中タイは読解力で 48 位であり、PISA の平均点 496 点に対して 441
点、科学では 47 位で平均点 501 点に対して 444 点、そして数学では 50 位で平均点 494 点に対し 427
点と 3 教科とも平均点を下回る結果となっている（2009 年に実施された OECD 生徒学習到達度調査
(PISA)では、タイは読解力と数学 50 位、科学 49 位)。 
また、2011 年の TIMSS おいて、タイは小学校 4 年生と中学校 2 年生が参加した。小学校 4 年生で
は 52 カ国が参加し、タイにとっては初の参加となった。タイの小学 4 年生の算数の点数は 458 点で
34 位となり、全体的に見ると低いレベルに位置している。科学は 472 点で全体の 29 位であり、平均
レベルに位置していた。中学校２年生では 45 カ国が参加した。タイの中学 2 年生の数学の点数は 427
点で全体の 28 位であり、全体的に見ると低いレベルに位置しており、科学は 451 点で 25 位、全体的
に見ると同じく低いレベルに位置していた。2007 年のタイの中学 2 年生の結果に比べると、数学と
科学は、どちらも点数が下がっていた。 
 プリーチャーン・デーシー博士の研究によると、教員の面ではタイの教員はシンガポールの教員よ






                                                          
10 タイ教育省教育政策計画局 Office of Permanent Secretary, Ministry of Education สาํนกังานปลดักระทรวง กระทรวงศึกษาธิการ, 
2012 Educational Statistics in Brief สถติิการศึกษาฉบับย่อ๒๕๕๕ (In Thai and English) 2012,  
11 同上 
12 同上 
13 プリーチャーン・デーシー博士「教育省の TIMSS 2011 調査結果の概要」 
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さらに、基本教育委員事務局による小学 3 年生と 6 年生の読書に関する統計の結果(183 の地区のう
ち 80 の地区）では、小学 3 年生 800,000 人のうち 64,000 人(8%)が文字が読めないことが分かった。










表 1-1 全国の学校内の問題（生徒の割合）15 
小学生 中学生 高校生 
恐喝された生徒 9.05 16.60 14.38 
身体的暴力を受けた生徒 29.57 26.15 25.75 
学校内において麻薬所持および使用を目撃 6.06 13.96 15.52 
凶器の所持を目撃 21.89 30.21 29.51 
定期的に授業をサボタージュする生徒 0.95 2.84 4.05 
宿題の丸写しおよび試験のカンニングをする生徒 54.95 73.35 81.53 
（出典）Office of Promotion of Children, Youth, the Elderly and Vulnerable Group 
 
 学校内の麻薬所持および使用について、例えば、｢麻薬中毒の青年の割合が高い。2004 年に麻薬
を中毒している 15 歳から 19 歳までの青年の割合が 46.2％占めており、2006 年には 50.3％に上っ
た。また、初めて麻薬を使用する児童の平均年齢は徐々に下っている(2004 年の 20.5 歳から 2006






                                                          
14 2001 年の子どもと女性の状況の分析 タイの国連児童基金組織（ユニセフ） 
15 個人資料情報と地方資料情報を採集して処理された：2006－2007 年少年と児童状況発表 
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えており、小学生と中学生の年代の子どもたちに対して薬物使用を防ぐために近くで監視する必要が





ている未成年者の犯罪率が 2006 年から 2007 年にかけて 12.9％増加した。また、2008 年 1 月から 3
月の 3 か月間で 38.4％に増加したというデータ17からもいえることである。 
2008 年から 2012 年における全国の青少年の事件に関する統計18によると、2012 年に事件を起こし





















                                                          
16 http://www.oknation.net/blog/LittleLee/2013/09/24/entry-1 
17 国家経済社会開発 2551 オフィス 
18 www.djop.moj.go.th/images/djopimage/stat55.pdf 
19 バンコク大学が行った１５歳から２２歳までの男女 1850 人を対象としたアンケート調査（2004 年） 
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 現在、「オルタナティブ教育」を行う教育機関は私立学校を含め 209 しかない。｢オルタナティブ
教育」は様々な形態の学校経営、理念がある。 
 ここで、一般の知識中心教育とオルタナティブ教育を比較し、その違いを確認しておきたい。以下、
スラクの研究をもとにその比較を表 1－2 で示す。 
 




















                                                          
20 同上 
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第 2章 人間教育にもとづいたタイのサッタヤサイ校 
 
 第 1 章では、タイには人間教育にもとづいた学校がごく少数（209 校）であることを述べた。しか
し、中には人間教育を行う学校としてタイ国内外で注目されているサッタヤサイ校(Sathayasai 
School โรงเรียนสตัยาไส)がある。この学校には月あたり 200 人以上の人々が見学に訪れ研究を行ってい
る（2013 年)。また、同校を見学し研究した教育者が、同校の思想にもとづき同校名をつけたとする





第 1 節 学校の理念と沿革 
 
1. 学校の沿革 
 サッタヤサイ校は 1992 年に創立された私立学校で、タイの首都バンコクから北におよそ 200km 離
れたところに位置する（www.sathyasaith.org）。私学ロップブリー県第２教育地区事務所に属して
おり、およそ 350 人以上の生徒を擁している。規模としては中規模の学校に分類される（中規模の学







 本論文では、幼稚園を除く、初等•中等教育のみに言及する。タイは 1958 年にユネスコ・スクール
21のメンバーとして登録され、現在、100 以上の学校がプロジェクトのメンバーとなっている。そし
て、サッタヤサイ校は、ユネスコ・スクール(ASP ネット：Associated Schools Project Network)の目
                                                          
21 ユネスコ・スクールは、1953 年、ASPnet として、ユネスコ憲章に示されたユネスコの理想を実現し、また、
平和や国際的な連携を学校での実践を通じて促進することを目的に設けられた。ユネスコ・スクールは、そのグロ
ーバルなネットワークを活用し、世界中の学校と交流し、生徒間・教師間で情報や体験を分かち合い 、地球規模
の諸問題に若者が対処できるような新しい教育内容や手法の開発、発展を目指している。2013 年には 60 周年を迎
え、世界 180 カ国で約 9,000 校が ASPnet に加盟して活動している。 
詳細は、http://www.unesco-school.jp/?page_id=34 参照。 
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的・教育・学習の経営視点が一致しており、同プロジェクトに参加している22。 












ジョンは「何よりもいい人間をつくること(To create good people above everything else)」25とされ
ている。 
















サイ校は 35 カ国 57 校が開校された 




28 http://www.sathyasaith.org 2014 年 8 月 23 日閲覧 
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29 「サッタヤサイ校の創立者」は、学校を創立したと同時に、学校の経営者としても役割を果たしている。本論
文では「創立者」と呼ぶ。役職上は校長の上に当たる。 
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・水教育研究所(Institute of water education)、水について学習できるセンター 
〈食堂〉 
〈本部棟（校長室、教務室、保健室で構成される）〉   
〈寮〉 
・女子寮は 5 つあり、一つは 4 つの棟で構成されているため全部で 20 棟ある。 



















第 2 節 サッタヤサイ校の質問紙調査 
 
1 質問紙調査の方法 





 本質問紙調査の結果は、サッタヤサイ校の児童生徒合計 331 人中、小学校 6 年生から高等学校 3 年
生（1 学年 1 クラス）までの 138 人を対象とし、返答のあった有効回答 100 人（全体の約 72％）か
ら作成したものである。なお、無効回答 38 人中、体調不良 2 人と課外授業中の高等学校 3 年女子生
徒 12 人を含む 14 人が欠席、残りの 24 人が無回答であった。 
 対象を小学校 6 年生からと設定したのは、初等教育の最高学年であり、中等教育の進路選択時であ
るため、過去 6 年間の「人間性の授業」に対する意見と成果を示せると考えたためである。 
表 2－1 2013 年度生徒数 
学年 男子 女子 合計 













小学校３年生 14 20 34 
小学校４年生 19 16 35 
小学校５年生 12 22 34 
小学校６年生 14 14 28 
中学校１年生 6 9 15 
中学校２年生 7 8 15 
中学校３年生 9 12 21 
高等学校１年生 11 8 19 
高等学校２年生 10 12 22 
高等学校３年生 6 12 18 
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図 2－1 調査対象数 
 
1. 回答者の属性質問 
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表 2-2 学年・性別ごとの回答者人数 
学年 男子 女子 合計 
小学校６年生 14 14 28 
小学生 14 14 28 
中学校１年生 4 9 13 
中学校２年生 7 7 14 
中学校３年生 4 12 16 
中学生 15 28 43 
高等学校１年生 4 7 11 
高等学校２年生 4 9 13 
高等学校３年生 5 0 5 
高校生 13 16 29 
合計 42 58 100 
 
2. 選択質問 














「大変楽しい」    25 人 (25%) 
「楽しい」    49 人 (49%) 
「ふつう」    23 人 (23%) 
「つまらない」     2 人  (2%) 
「大変つまらない」      1 人  (1%) 
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大変楽しい 楽しい ふつう つまらない 大変つまらない 
全体 25（25％） 49（49％） 23（23％） 2（2％） 1（1％） 
男子 9（21％） 15（36％） 15（36％） 2（5％） 1（2％） 
女子 16（28％） 34（59％） 8（14％） 0（0％） 0（0％） 
小学生 10（36％） 11（39％） 6（21％） 1（4％） 0（0％） 
中学生 6（14％） 22（51％） 14（33％） 1（2％） 0（0％） 



































よく使う たまに使う 使う あまり使わない 全然使わない 
全体 44（44％） 38（38％） 18（18％） 0（0％） 0（0％） 
男子 16（38％） 16（38％） 10（24％） 0（0％） 0（0％） 
女子 28（48％） 22（38％） 8（14％） 0（0％） 0（0％） 
小学生 12（43％） 9（32％） 7（25％） 0（0％） 0（0％） 
中学生 18（42％） 16（37％） 9（21％） 0（0％） 0（0％） 
高校生 14（48％） 13（45％） 2（7％） 0（0％） 0（0％） 
 
問 2. 学校で学んだことを生活の中で使いますか。 
  「よく使う」    44 人 (44%) 
  「たまに使う」   38 人 (38%) 
  「使う」    18 人 (18%) 
  「あまり使わない」      0 人  (0%) 
  「全然使わない」      0 人  (0%) 
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全体 69（69％）  1（１％） 13（13％） 16（16％） 1（1％） 
男子 23（55％） 1（2％） 8（19％） 10（24％） 0（0％） 
女子 46（79％） 0（0％） 5（9％） 6（10％） 1（2％） 
小学生 17（61％） 1（4％） 2（7％） 8（29％） 0（0％） 
中学生 30（70％） 0（0％）  7（16％） 5（12％） 1（2％） 
高校生 22（76％） 0（0％）  4（14％） 3（10％） 0（0％）  
問 3.“人間性の価値”に関する授業をどう思いますか。 
 「勉強になるし、楽しい」   69 人 (69%) 
 「勉強にならないが、楽しい」   1 人  (1%) 
 「ふつう」    13 人 (13%) 
 「勉強になるが、つまらない」  16 人 (16%) 
 「勉強にならないし、つまらない」  1 人  (1%) 
人間教育に基づいた学校経営の現状と課題 
































全体 52（52％） 42（42％） 6（6％） 0（0％） 0（0％） 
男子 25（60％） 14（33％） 3（7％） 0（0％） 0（0％） 
女子 27（47％） 28（48％） 3（5％） 0（0％） 0（0％） 
小学生  9（32％） 17（61％） 2（7％） 0（0％） 0（0％） 
中学生 19（44％） 22（51％） 2（5％） 0（0％） 0（0％） 
高校生 24（83％） 3（10％） 2（7％） 0（0％） 0（0％） 
 
 
   問４． この学校でのあなたの友達関係はどうですか。 
   「とても仲が良い」  52 人 (52%) 
  「仲が良い」   42 人 (42%) 
  「あまり仲良くない」   6 人  (6%) 
  「仲良くない」    0 人  (0%) 
  「友達がいない」   0 人  (0%) 
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全体 22（22％） 49（49％） 23（23％） 5（5％） 1（1％） 
男子 14（33％） 15（36％） 12（29％） 1（2％） 0（0％） 
女子 8（14％） 34（58％） 11（19％） 4（7％） 1（2％） 
小学生 5（18％） 12（43％） 10（36％） 1（3％） 0（0％） 
中学生 9（21％） 24（56％） 7（16％） 3（7％） 0（0％） 
高校生 8（27％） 13（45％） 6（21％） 1（3％） 1（4％） 
 
     問５．この学校での先生とあなたとの関係はどうですか。 
  「とても仲が良い」   22 人  (22%) 
  「仲が良い」    49 人 (49%) 
  「あまり仲良くない」   23 人 (23%) 
  「仲良くない」     5 人  (5%) 
  「先生が嫌い」     1 人  (1%) 
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全体 14（14％） 47（47％） 23（23％） 14（14％） 2（2％） 
男子 7（17％） 17（40％） 15（36％） 1（2％） 2（5％） 
女子 7（12％） 30（52％） 8（14％） 13（22％） 0（0％） 
小学生 6（22％） 12（42％） 6（22％） 2（7％） 2（7％） 
中学生 6（14％） 23（54％） 7（16％）  7（16％） 0（0％） 
高校生 2（７％） 12（41％） 10（35％）  5（17％） 0（0％） 
 
    問６． 先生や学校は児童生徒の意見を取り入れてくれますか。 
    「よく取り入れる」    14 人 (14%) 
    「たまに取り入れる」  47 人 (47%) 
    「取り入れる」   23 人 (23%) 
    「あまり取り入れない」  14 人 (14%) 
    「全然取り入れない」   2 人  (2%) 
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小学校 6年生 中学校 3年生 高校 3年生 まだ分からない 
全体 2（2％） 5（5％） 55（55％） 38（38％） 
男子 0（0％）  4（10％） 22（52％） 16（38％） 
女子 2（3％） 1（2％） 33（57％） 22（38％） 
小学生 2（7％） 1（4％）  5（18％） 20（71％） 
中学生 0（0％） 4（9％） 21（49％） 18（42％） 
高校生 0（0％） 0（0％）  29（100％） 0（0％） 
 
    問７．どの学年までこの学校で勉強するつもりですか。 
   「小学校 6 年生」       2 人  (2%) 
  「 中学校 3 年生」       5 人  (5%) 
  「 高校 3 年生」      55 人 (55%) 
  「まだ分からない」      38 人 (38%) 
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3. 記述質問 
 全 4 問の各質問について、回答者の気持ちや考えを記述式で 100 人に回答してもらった。問 1「毎
























進学 就職 無回答 まだ分からない その他 
全体 72（72％） 12（12％） 3（3％） 1（1％） 12（12％） 
男子 28（67％） 12（29％） 1（2％） 0（0％） 1（2％） 
女子 44（76％） 0（0％） 2（3％） 1（2％） 11（19％） 
小学生 21（75％） 2（7％） 0（0％） 0（0％）   5（18％） 
中学生 33（77％） 3（7％） 1（2％） 1（2％）   5（12％） 
高校生 18（62％）  7（24％） 2（7％） 0（0％） 2（7％）  
    問３．卒業したら何をするつもりですか。 
     「進学」        72 人 (72%) 
     「就職」    12 人 (12%) 
     「無回答」   3 人  (3%) 
     「まだ分からない」  1 人  (1%) 
     「その他」   2 人 (12%) 
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回答 未定、まだ分からない 無回答 
全体 91（91％） 8（8％） 1（1％） 
男子 36（86％）  6（14％） 0（0％） 
女子 55（95％） 2（3％） 1（2％） 
小学生 25（89％）  3（11％） 0（0％） 
中学生 40（93％） 3（7％） 0（0％） 
高校生 26（90％） 2（7％） 1（3％） 
 
 
     問４．① 将来の夢は何ですか。 
   「回答」      91 人 (91%) 
  「未定、まだ分からない」    8 人  (8%) 
  「無回答」       1 人  (1%) 
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分からない 無回答 その他 
全体 44（44％） 36（36％） 7（7％） 3（3％） 10（10％） 
男子 19（45％） 12（29％）  5（12％） 2（5％）  4（9％） 
女子 25（43％） 24（42％） 2（3％） 1（2％）  6（10％） 
小学生 12（43％）  8（28％）  3（11％） 0（0％）  5（18％） 
中学生 20（47％） 15（35％） 4（9％） 0（0％）  4（9％） 
高校生 12（41％） 13（45％） 0（0％）  3（10％）  1（4％） 
  問４．② どうして将来そうなりたいのですか。 
 「他人や社会のために貢献したい」   44 人 (44%) 
 「好きだから・得意だから」   36 人 (36%) 
 「分からない」      7 人  (7%) 
 「無回答」       3 人  (3%) 
 「その他」        10 人 (10%) 
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す」小学 6 年男子、｢科学者、研究者になりたいです。様々実験科学にと国を助けるためです」中校 1
年女子、｢社会正義のために、法律の仕事」高校 3 年男子と、このように、｢他人や社会のために貢献










１）“人間性の価値”の 5 つの項目 
 美しい人格は次の 5 つの項目で表される。1)慈悲・慈愛２)真理 3)正義 4)平和 5)非暴力、これらの
項目が私たちの人生にとって基盤になる人間性の価値といえる。またその他に見られる良い性質はこ
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ちは、環境と一体不二であり、他の人あるいは環境を傷つける時はどんな状況であっても、自分を傷
つけていることに他ならない。 











の価値に関する 5 つの項目にもとづくものである。 
 
2)“人間性の価値”の授業内容 




































・「人間が知り、持ち、そして行動すべき価値のこと 」関連回答 19 人 
回答例 「人間が知るべき価値のことです」中学 1 年男子  
「人としての価値を引き出し発揮させることです」高校 3 年女子  
「人間として生まれた義務と、人間としての真の価値に気づきました」中学 2 年男子  
・「自分自身が持つ価値のこと」関連回答 29 人 
回答例 「自分自身の行動、言動、思考から成る価値」中学 3 年男子  
「自分自身と自身に内在する価値を知ること」中学 3 年女子 




せん」高校 2 年女子  
・「人間らしくあること」関連回答 7 人 
回答例 「価値ある豊かな人間であること」中学 1 年男子  
「人間としての価値。本校で『人間性の価値』を教えている事は良い事だと感じていま
す。先生が教えるように行動できる生徒は少ないと思いますが、それでも教えられた
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ことを自然と吸収して変わっていくので良いと思います｣中学 1 年女子  
・「自らの人間性の価値を他者や社会貢献に活用すること」関連回答 18 人 
回答例 「他者と自らのために行動すること。社会全体への貢献を考えること」中学 3 年女子  
「豊かな人間となるための価値。豊かな人間とは、他者を助ける良き市民ということで
す」中学 2 年男子  
「人間としてもつべき、社会の中で幸福を感じながら共生する価値」中学 1 年女子 
・「人それぞれが異なる価値を持つこと」関連回答 4 人 
回答例 「人それぞれが持つ異なる価値」中学 3 年女子  
・「人間性の価値を自分自身に見出し、自他共の得ある行動をすること」関連回答 9 人 
回答例 「自身が成長し、自己に内在する価値に気づき、その価値を高めていくことです」高校
2 年女子  
「人間は皆に価値を持っています。しかしその価値の発揮方法はそれぞれ違います。私
は、我々は皆価値は等しく持っていていると思います。それを発揮するには、その価
値に自分自身が気づき、どう使うかにかかっていると思います」高校 2 年女子  
・無回答  2 人 
 
“人間性の価値”の意味として生徒が理解しているものの中で一番多いのは「自分自身が持つ価値









・「“人間性の価値に関する 5 つの項目”（慈悲・慈愛  、真理、正義、平和、非暴力）」を使用語
彙とした回答 28 人 
回答例 「社会全体の幸福のための行動を、人間関係による幸福感と人間性の価値に関する 5 つ
の項目の実践から学んでいます」中学 2 年男子 
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6 年男子  
「誠実さと協調性、自己犠牲、 責任感」小学 6 年男子 
・「自己的発想: 自分の考え方を持つこと、自己成長意欲、精神力、自制心」関連回答 26 人 
回答例 「私たちは何故生まれたのか、何のために生まれたのか、そして何者であるかを学び、
また人格者となるための方法を学んでいます」小学 6 年女子  
「(前略）また、幼いころから現在までに、授業を通し自分自身が成長し変わることがで
きました」中学 2 年男子 
・「他者的発想：他者理解、学校での勉強を人のために活用すること、社会に還元すること」関連回
答 15 人 
回答例 「先生は生徒が慈愛・慈悲深く、非暴力で他人に心を配り、偏見の無い良き市民になる
よう教えています」中学 3 年女子 
・「自己・他者の両方面からの発想：豊かな人間性」関連回答 10 人 
回答例 「行動する前に考えるべき 2 点、『1．自分にとって良いかどうか 2．他人にとって良い
かどうか』どちらも具わったときに行動しても良いと学んでいます」高校 2 年女子生
徒 
・「授業知識の実生活への応用」の関連回答 7 人 
回答例 「“人間性の価値に関する 5 つの項目”を学んで、家庭や学校で実行できると感じまし
た」中学 2 年女子  
「人生について学ぶ。私たちの人生が高く価値があるのを知っている。だから、日々生
きているだけではない」中学 2 年女子  
・「座禅、読経、祈り」関連回答 12 人 
回答例 「座禅、自己価値、自己の内面的発見」小学 6 年女子 
・「ゲーム、歌、童話」関連回答 6 人 
・無回答  4 人 
 
小学生・中学生・高校生見ると、小学生の回答で一番多いのは「座禅、祈り」であり、 2 番目が
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 記述質問の問 1 と問 2 に関連して質問した問 4（①、②）では、問 4①「将来の夢は何ですか。」
に対して、将来の夢である職業につきたいという回答が 91％、「未定、まだ分からない」が 8％、ま


















































                                                          
30 Dr.Art-ong Jumsai Na Ayudhya, Kunnatham Num Khwaanru คุณธรรมนาํความรู้（『知識より道徳』)，Freemind 
Publishing, 2010，p.139. 
31 Ibid., p.139. 
32 Ibid., p.47. 
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  2+5+4+3+1=15 



























創価大学大学院紀要・第 36 集・2014 年 12 月 
－ 260 － 
員が共に成長していくことができる。 
 





























                                                          
36 Ibid., pp.171-172. 
37 Ibid., p.173. 
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教員：11 人のプレイヤーのうち、一人だけがプレーをして勝つことはできますか？ 
生徒：できません。チームワークを大切に、お互いに助け合うことで勝つことができ  ます。 
教員：もし私たちの社会を幸福にしたいのなら、どうすればいいですか？ 
生徒：サッカーのようにみんなが団結して助け合い、愛し合うとき、社会は幸福になる。 
 このような授業を 1 週間続けた結果、いじめの問題は解決した。他の学校では、いじめの問題を起
こした生徒を退学させるだけかもしれないが、この学校では「すべての人が良い面と悪い面を持って
おり、良い面を引き出して悪い面を直すことができる」と信じている。 
以下の表 3－1 は、サッタヤサイ校と一般的な学校との学校経営の違いを比較した。 
 


























（出典）Chatchawan Chumnarn, Kaanbariharn Granbookkon Pey Patiroop Kaanreanroo Nai 
Rongreang Sathya Sai Changwat Lopburi การบริหารงานบุคคลเพื่อปฏิรูปการเรียนรู้ในโรงเรียนสัตยาไส จงัหวดัลพบุรี
（｢Personnel management for learning reform at Sathya Sai school in  Lopburi province｣）
Uttaradit Rajaphat University, 2007, Table3, pp.154-155. 
 
3．教員の採用と研修 
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学校で働き続ける理由を以下の 3 つに要約する。 
 
人間教育に基づいた学校経営の現状と課題 
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にある小学校に通っている 3 年生ですが、毎朝 5 時に起き、6 時前には家を出て学校に向かいま
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第 2 章、第 3 章ではタイの学校を対象とした事例調査を通して人間教育にもとづく学校経営につい




第 2 章では、人間教育を行う学校としてタイ国内外で注目されているサッタヤサイ校(Sathayasai 
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Schoolโรงเรียนสตัยาไส)について、質問紙調査やインタビューを通して、その特徴を捉えようとした。
特にカリキュラムの特色として「人間性の価値」の授業や協同学習に注目した｡“人間性の価値”の意
味として生徒が理解しているものの中で一番多いのは「自分自身が持つ価値のこと｣、2 番目は、｢人
間が知り、持ち、そして行動すべき価値のこと｣、３番目は「自らの人間性の価値を他者や社会貢献に
活用すること」である。筆者はこのように生徒が自分と他人が価値を持って、引き出し、他者や社会
のために貢献したいと考えていることは、悪意をもった行動やいじめ問題、社会問題などを少なくし、
社会貢献に寄与すると考えた。生徒は自分と他人が価値を持って、引き出し、他者や社会のために貢
献したいと考えていることがわかった。また、人間性の価値を理解するために、“人間性の価値”の
授業だけではなく、すべての科目、すべての活動において人間性の価値を教えていることが明らかに
なった。 
さらに、サッタヤサイ校では、生徒に対して「人間性の価値」を知るために良いとされるものは、
すべての科目に取り入れられ、各科目との関係性も教えられているため、学習そのものが生活に関連
していることを示した。 
第 3 章では、タイのサッタヤサイ校の学校経営について教員・職員・生徒・保護者へのインタビュ
ーを通して、明らかにした。 
第 1 節では、創立者へのインタビューを通して、学校経営の理念と思想について述べた。サッタヤ
サイ校は参加型の学校経営(Participation)であり、学校で問題が起きた場合は、学校全体で協同して
すぐに解決するために協力することも、同校の特徴であるとした。また、教員の採用では、生徒の意
見が採用に関する判断材料となるなど、生徒の学校経営への参画が見受けられた。学校は生徒の可能
性を信じており、生徒に自分で考え、自分の考えを表現する能力や学校経営に携わる力をつけること
ができるようにしたいとし、生徒たちにとって、学校経営への参画は、自分で考え、表現する機会と
もなっていた。 
第 2 節では、サッタヤサイ校に対する高評価の要因について考察した。サッタヤサイ校の成功の要
因は人間教育にもとづいた学校経営、生徒や学校関係者全員を大切にし、お互いに成長して、継続的
な開発をするため良い結果が出たのではないかと結論づけた。 
 
 
 
